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1. 従来奥田氏その他により諸臓器中におけるビタミ

ンB2 の代謝に関する報告がみられ，特に14Q,32p 等を

用い摘出濯流肝においてFR →FMN →ＦＡＤ の生合成が

行なわれることが確認されている。私共は屠殺直後のニ

ワトリ肝臓ホモジネートを用いB, 3 型 を定量し，さら

にFR を添加しその動態を検索した。

2. ニワトリ摘出肝をタイロード液中でホモジネート

し，一定量のFR を添加した。（フォスファターゼ の影

響を考慮しFR 無添加のものについても試みた。）これ

を37 °C 恒温槽中に２時間温置し各分画中のB2 3 型を

八木式 －ルミフラビン螢光法と ＰＰＣ 法の併用により測

定した。対照としては摘出肝を80 °C 5分間加熱したも

のをホモジネートし，前者と同様に処理した。

3. 実験の結果,  FR の添加により対照およびFR 無

銘加試料に比しＦＡＤ がやや減少し,  FMN の明らかな

増量がみられたので報告する。


